
医業会計データベース

改正消費税対応
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Ⅳ　「簡単」で「正確」な会計処理を実現します
■「窓口収入集計表」の入力により、日々の仕訳を自動計上します。
　また、「診療報酬請求書」や「当座口振込通知書」の入力からも自動仕訳を計上します。

Ⅴ　「消費税法」および「電子帳簿保存法」に完全準拠しています
■消費税法に定める仕入税額控除に必要な記載事項を網羅した帳簿を作成できます。
　また、「電子帳簿保存法」に基づく電子帳簿を作成でき、ペーパレス化を実現します。

MX2の特長

■前年比、予算比などの最新業績をリアルタイムに把握できます。
　また、問題点を発見した場合には、「ドリルダウン」機能により、原因を究明できます。

Ⅰ　最新業績をいつでも把握でき、迅速な意思決定をサポートします

■12,000件を越える医療機関の財務データを収録している『ＴＫＣ医業経営指標
　（Ｍ‐ＢＡＳＴ）』の黒字医療機関平均との比較分析ができます。

Ⅱ　全国の黒字医療機関平均と貴病医院の最新業績を比較できます

■「月次の医事データ」の入力により、「外来（入院）収益分析表」画面において、
　診療報酬改定前と改定後の「外来（入院）患者１人１日当り収益」や
　「外来（入院）患者延数」等の増減比較ができます。

Ⅲ　充実した経営分析機能により、経営改善をサポートします

ＭＸ２は、
充実した経営分析機能により
病医院の経営改善を強力にサポートします。
また、実務に即した便利な入力機能を搭載し、
日々の会計業務の大幅な省力化に貢献します。



2

1.「病院会計準則」「介護老人保健施設会計・経理準則」
および「指定老人訪問看護・指定訪問看護の会計・経理
準則」の会計基準のほか、「個人の病院・診療所」に対応
した勘定科目体系を標準搭載しています。

2.決算時には、都道府県知事届出用財務諸表が簡単に
印刷でき、決算時の業務を効率化できます。
さらに、介護サービス実施時に必要な区分経理した財
務諸表も簡単に印刷できます。
対応している決算書様式は次の通りです。
　（1）病院会計準則　
　（2）介護老人保健施設会計・経理準則　
　（3）指定老人訪問看護・指定訪問看護の会計・経理準則
　（4）医療法人における事業報告書等の様式について
	 （H19.3.30　医政指発第0330003号　厚生労働省医政局指導課長通知）　
　（5）介護保険の給付対象事業における会計の区分について
	 （H13.3.28　老振発第18号　厚生労働省老健局振興課長通知）
	 （注）上記（1）〜（3）の附属明細表の雛形（エクセルファイル）を標準搭載していますので、自由に編集してご利用いただけます。

システム利用例（複数の医療施設を設置する場合）

都道府県

「指定老人訪問看護・
指定訪問看護の会計・
経理準則」

「介護老人
保健施設会計・
経理準則」

介護老人
保健施設

訪問看護
施設

「病院会計準則」
診療所

「病院会計準則」

病院

各種の施設会計（「病院会計準則」や「介護老人保健施設会計・経理準則」等）
に対応。また、都道府県知事宛に提出する財務諸表も簡単に印刷できます。

※個人の病院・診療所にも使いやすい科目体系を用意しています。

医療法人

「病院会計準則」

都道府県知事
届出用財務諸表

行 書類 新様式 ＭＸ２における対応
１ 事業報告書 様式1 様式に定められている雛形をファイル（注1）へ切り出せます。
２ 財産目録 様式2 定められた様式で印刷できます。
３ 貸借対照表（医療法人全体） 様式3-1、3-2、3-3、3-4 貸借対照表の様式で印刷できます。
４ 損益計算書（医療法人全体） 様式4-1、4-2 損益計算書の様式で印刷できます。
５ 監事監査報告書 様式5 様式に定められている雛形をファイル（注1）へ切り出せます。

1.事業報告書等の様式への対応     　　　　 （H19.3.30　医政指発第0330003号　厚生労働省医政局指導課長通知）

2.「第五次改正医療法」に完全準拠した勘定科目体系を搭載
「病院会計準則」「介護老人保健施設会計・経理準則」「指定老人訪問看護・指定訪問看護の会計・経理準
則」の会計基準ごとに、「第五次改正医療法」に完全準拠した標準科目体系を搭載しています。

（注1）ファイル形式は「Word」「一太郎」「Excel」から選択します。

「病院会計準則」および介護保険関連の会計基準に完全準拠。
さらに、個人の病院・診療所にも使いやすい科目体系も用意しています。

「第五次改正医療法」に完全に対応しています。

事業報告書 財産目録
貸借対照表 損益計算書 監事監査報告書

ＭＸ２は、
充実した経営分析機能により
病医院の経営改善を強力にサポートします。
また、実務に即した便利な入力機能を搭載し、
日々の会計業務の大幅な省力化に貢献します。
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病院・診療所・介護老人保健施設・訪問看護等を経営している場合でも、医療機関全体から各経理区分（施設）、診療
科別までの最新業績をいつでも把握できます。

  最新経営成績の問合せ

最新の経営成績は、「当期実績」「前年同期比較」「当期予算比較」を変動損益計算書により1画面で要約表示します。
特に「前年同期比較」は、1年365日にわたって、毎日、前年同日と比較できます。

変動損益計算書

売上高

限界利益率

経常利益

変動費
材料費
委託費

固定費
（期間費用）

限界利益に占める人件費の割合（労働分配率）
を確認でき、労働生産性を管理できます。

こ
こ
が
最
も
重
要
な
指
標
で
す
！！

「労働分配率」の管理

1人当たり、または任意に指定した単位当
たりの生産性を分析できます。

生産性分析

多彩な時系列比較により、業績
の変化を即座に発見できます。

比較期間

Ⅰ 最新業績をいつでも把握でき、迅速な意思決定をサポートします

診療科別経理区分施設単位会計単位法人

医療法人

診療科

診療科
B病院

診療所

A病院

病院・診療所

病　院

C診療所

老人保健施設 D老人保健施設老人保健施設

訪問看護 E訪問看護ステーション訪問看護

問題点を発見した場合には、会計伝票までさかのぼって原因を究明できる
「ドリルダウン」型の問い合わせが可能です。

経営成績の問合せ

推移グラフ

任意の経理区分をグループ化し、
集計した合算試算表を作成できます。
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『TKC医業経営指標（M-BAST）』は、TKCシステムを利用している医療
機関の決算書を収録データとしています。
平成25年版では、診療所7,226件、歯科4,092件、病院833件、合計
12,151件のデータを分類・編集しています。調査対象の医療機関は、
平成24年4月1日から平成25年3月31日までの間に事業年度を終了し
た病院および診療所で、かつ2年以上事業を継続している医療機関で
す。収録件数は、全国の一般診療所の8.7%、歯科診療所の6.0%、病院
の13.8%（国公立病院等を除く）に達しており、その信頼度の高さは日
本を代表する業界団体が認めるところとなっています。

TKC医業経営指標（M−BAST）

TKCから毎月出力される「月例経営分析表」において、貴病医院の収益性、生産性、安全性、成長性等の

経営指標を『TKC医業経営指標（M-BAST）』の「黒字医療機関平均」と比較できます。

決算処理時にTKCから出力される「決算報告書」においても、『TKC医業経営指標（M-BAST）』の「黒字医

療機関平均」の経営指標と比較できます。

Ⅱ 全国の黒字医療機関平均と貴病医院の最新業績を比較できます

1

2

  『TKC医業経営指標（M-BAST）』との比較機能
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「外来収益分析表」および「入院収益分析表」により、診療報酬改定後の医業収益への影響を分析できます。

  診療報酬改定後の医業収益の分析

●外来収益分析表
❶「外来収益」の増減要因となる「外来患者1人1日当り収益」

と「外来患者延数」の増減比較ができます。

❷「外来患者延数」の増減要因となる「外来患者実数」と「平
均通院回数」の増減比較ができます。

❸患者動向として、初来院患者数、初診患者数、中断患者数
の動向を確認できます。

「増加」または「減少」した項目について、
ドリルダウンにより月別に実績を確認できます。

●入院収益分析表
❶「入院収益」の増減要因となる「入院患者1人1日当り収益」

と「入院患者延数」の増減比較ができます。

❷「入院患者延数」の増減要因となる「入院患者実数」と「平
均在院日数」の増減比較ができます。

❸入院状況として、病床効率、病床利用率、病床回転率の動
向を確認できます。

◆「外来収益分析表」および「入院収益分析表」は帳表でも出力できます。

Ⅲ 充実した経営分析機能により、経営改善をサポートします
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  診療科別業績確認

医業データ分析表

財務情報の医業収益と、医事会計システムの患者数、点数、通院回数等のデータを統合した経営情報を1画面で
把握できます。

  医業データ分析表

日々の外来患者数と日々の外来診療点数は、
３年間の推移をグラフで確認できます。

診療科（部門）ごとの医業収益、限界利益、固定費、経常利益等の状況をタイムリーに把握できます。また、診療科
ごとに業績を比較でき、経営資源の選択と集中に向けた意思決定に有効な情報として活用できます。

医業収益の前年比較、外来（入院）患者1人1日当りの収益
分析、診療点数前年比較による収益動向分析を行えます。
また、自由診療割合等の動向分析、平均通院回数、外来入
院比等の前年比較による患者動向分析、病床利用率によ
る病床分析を行えます。

外来患者数推移表

医業データ分析表の印刷

診療科の選択

診療科別業績の問合せ

診療科業績比較表
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「会計伝票」イメージの入力形式のほか、「会計日記帳」「現金（預金）出納帳」「窓口収入集計表」「診療報酬
請求書」「仕訳辞書」等の入力形式により、簡単に日々の記帳業務を行えます。

「窓口収入集計表」イメージの入力画面より、医事会計システムから出力した日々の窓口収入を入力するだけで
仕訳を自動計上します。

  窓口収入集計表入力

窓口収入の入力 仕訳帳問合せ

「診療報酬請求書（総括表）」を入力することで、保険請求収入に係る仕訳を自動計上します。
また、「当座口振込通知書」を入力することで、保険請求収入の入金に係る仕訳を自動計上します。

  診療報酬請求書入力

診療報酬請求書の入力（保険請求収入の計上） 当座口振込通知書の入力（保険請求収入の入金）

  仕訳辞書入力

仕訳辞書
発生する定型仕訳等を「仕訳辞書」としてあらかじめ登録で
きます。入力時には、「仕訳辞書」を呼び出して、日付、金額を
入力するだけで簡単に仕訳を計上できます。

Ⅳ 「簡単」で「正確」な会計処理を実現します
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消費税法に定める仕入税額控除の要件となる帳簿の記載事項を網羅した帳簿を作成できます。
また、「科目別課税区分一覧」機能により、簡単で正確な消費税取引の入力を支援します。

  消費税法に完全準拠

会計伝票

  電子帳簿保存法に完全準拠

電子帳簿閲覧システム

TKCに送信されたデータをもとに、「仕訳帳」と「総勘定元帳」を事業年度ごとに電子帳簿としてCD-Rに格納して
提供できます。提供された電子帳簿（TKC CD-Book）は、電子帳簿閲覧システムでいつでも確認できます。

仕入税額控除の記帳要件
　�　課税仕入れの相手方の氏名又は名称
　�　課税仕入れを行った年月日
　�　課税仕入れに係る資産又は役務の内容
　�　課税仕入れに係る支払対価の額

消費税課税事業者は、上記�～�の事実を
記載した帳簿を作成する必要があります。

MX2は、この要件を完全に網羅した
帳簿を簡単に作成できます。

同じ勘定科目を使う仕訳でも、取引の内容によっては消
費税が課税される取引と課税されない取引があります。
そのため、取引ごとに「課税取引」「不課税取引」「非課税
取引」のどれに該当するかを判断し、記録しておく必要
があります。

TKCシステムは「電子帳簿」だけでなく
「電子納税」にも対応しています。

電子化による業務効率の向上を
積極的にご支援します！

�

� �

�

「科目別課税区分一覧」機能は、
取引の内容を一覧から選択するだけで、

消費税の入力が完了します。

●「科目別課税区分一覧」機能

Ⅴ 「消費税法」および「電子帳簿保存法」に完全準拠しています



9

9  

MX2のデータをTKCデータセンター（TISC）へバックアップし、データの記録媒体の紛失・盗難、ハード
ディスクの故障、天災等によるデータ消失への備えを提供します。

ＴＩＳＣバックアップサービス

MX2起動時に、前日処置分までのデータを自動でTKCデータ
センター（TISC）にバックアップします。
※TKCデータセンター（TISC）では、バックアップされたデータを最新の

1回分だけ保管します。バックアップの都度、前回分のデータは上書き
されます。

データ消失への万全な備え
を提供します。

TKCデータセンター（TISC）は、天災（地震、風水害、雷等）や
人災（火事、侵入者等）に対する厳重な備えをした堅牢な建物で
す。また、最高度のデータセキュリティ体制を備えております。
このＴＩＳＣを拠点として、各種クラウドサービス（アプリケーショ
ン提供サービスやデータバックアップ）などを提供し、お客様の
事業活動を24時間365日体制で支援しています。
ＴＩＳＣに関する詳細はホームページをご覧ください。
（http://www.tkc.jp/company/tisc）

TKCプログラム・ダウンロード

ウイルス対策プログラム

プログラムの改訂があった場合には、インターネットから更新プログラムを即座にダウンロードできます。
※ＴＫＣ会員事務所のホームページまたはＴＫＣグループホームページからのダウンロードとなります。

ＭＸ２をご利用いただくパソコンには、「ＴＫＣウイルス対策プログラム」を無償で提供しています。

安心・快適にパソコンを
ご利用いただけます！

最短時間で最新のプログラムを
入手できます！
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継続MASシステム

継続MASシステムを利用して、医療機関全体と経理区分（施設）ごとの次期経営計画の策定をご支援します。
また、月次決算数値をもとに予算と実績を検証する業績検討会の開催をご支援します。

  次期経営計画の策定支援

MX2「経営成績の問合せ」

「次期の目標変動損益計算書」の作成

業績管理のモノサシとなる「次期経営計画」の策定をご支援します。

  業績検討会の開催支援

グラフ分析による経営成績の確認と問題点の発見

四半期ごとの業績検討会により、予算と実績の差異を分析し、問題点の発見や原因分析、その打ち手を検討できます。

❶「経営者への5つの質問」に回答するだけで、基本計画とな
る次期の目標変動損益計算書を策定できます。

❷基本計画策定後、資金繰り計画も含めたさらに詳細な経営
計画を策定できます。

❸策定した計画（予算）を、MX2に登録することで、いつでも
最新業績と比較できます。

Q1 次期の目標経常利益はいくらとしますか？

Q2 次期の医業収益の伸びを前年比でどう見ていますか？

Q3 次期の材料費・委託費比率（収益比率）をどう見ていますか？

Q4 次期の給与・賞与の伸びを前年比でどう見ていますか？

Q5 次期の期末の人数は何人ですか？

経営者への5つの質問

借入金の返済額や預金積立額等から
貴病医院の「必要利益」を試算し、
「目標経常利益」を再検討できます。

❶最新の実績データをもとに、計画（予算）と実績の差異を検証
します。

❷グラフ分析により、様々な角度から実績を検討します。

❸「実績＋未経過月予測」を基礎データとして、経営成績
　予測シミュレーションを行います。

❹次の四半期の資金繰り計画シミュレーションを行います。

当期予算

毎期の黒字決算を実現するための仕組み作りをご支援します
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TKC戦略経営者システムの導入については、当会計事務所の専門スタッフがご支援いたします。

  システムの立ち上げから運用まで、サポート体制は万全です。
❶貴病医院に合わせてシステムをセットアップします。

MX2の導入・設定（マスターセットアップ等）を、当会計事務所の専門スタッフが貴病医院の処理方法や管理
目的に合わせてきめ細かく実施します。

❷導入したその日から稼働します。
運用開始までに必要なセットアップは当会計事務所が実施するため、貴病医院への納品と同時に、システムを
利用開始できます。

❸レンタル制が最新のシステムを保証します。
システムは「レンタル制」を採用しているため、システムのレベルアップに伴う費用は一切発生しません。
法令改正等にも迅速に対応します。

❹継続したサービスが受けられます。
当会計事務所の専門スタッフにより、システム運用に関するコンサルティングを継続的に実施します。

システムの利用環境

〒162‐8585 東京都新宿区揚場町2‐1 軽子坂MNビル5F
TEL：03�3235�5511
URL：http://www.tkc.jp/

  医業・会計に精通した税務・会計の専門家（税理士・公認会計士）によるサポート
ＴＫＣ医業・会計システム研究会 （ＴＫＣ医会研） は、ＴＫＣ全国会の中で
も特に医業・会計に精通した約1,730名の会員により構成されており、約
23,000件の病院・診療所の健全経営を支援しています。

詳しくはホームページをご覧ください。

TKC医業・会計システム研究会ホームページ

（http://igyou.tkcnf.or.jp/）

■登録可能件数
月間取引伝票  無制限
元帳摘要 自動摘要  登録済

標準摘要  登録済
専用摘要  無制限（内訳は15)

仕訳辞書  無制限（内訳は26)
取引先  999,999件
診療科（部門）  999件

■パソコン
ＯＳ（注1）  Windows 8.1 Windows 8 Windows 7 Windows Ｖｉｓｔａ
エディション  Windows 8.1 Pro / Windows 8.1 Windows 8 Pro / Windows 8 Ultimate/Professional/Home Premium Ultimate/Business/Home Premium
CＰＵ 2GHz以上
メモリ 4GB以上 2GB以上
ハードディスク 450MB以上（データ領域は別途必要）
ディスプレイ SVGA（800×600）HighColor（16ビット）以上

（注１）６４ビット版については、Windows 8.1、Windows 8 及び Windows 7に対応しています。６４ビット版の Windows Vistaには対応していません。
また、日本語版 Windowsのみ対応しています。			 

主な仕様

推奨動作環境

記載事項は、予告無く変更することがありますのであらかじめご了承下さい。
記載の社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 


